
平成３０年３月１日現在

【別表①】

第１回（明治29.7）

～第４回（明治36.7）

第１回（明治31.9）

～第４回（明治34.3）

第１回（明治36.4）

～第20回（大正11.3）

第21回（大正12.3）

～第42回（昭和18.12）

山梨県立蚕業学校 第１回（昭和７.3）

（女子部） ～第13回（昭和19.3)

第43回（昭和20.3） 昭和19年３月15日改称。本科

～第47回（昭和24.3） 昭和18年度より中等学校令準拠

山梨県立農蚕学校 第14回（昭和20.3）

（女子部） ～第17回（昭和23.3）

山梨県立農蚕学校

（女子専攻科）

第１回（昭和24.3）

～第２回（昭和25.3)

山梨県立農蚕高等学校 第１回（昭和24.3）

（女子別科） ～第３回（昭和26.3)

山梨県立農蚕高等学校

（女子家庭科）

第１回（昭和26.3）

～第62回（平成24.3)

山梨県立石和高等学校 第１回（昭和26.9）

（定時制） ～第13回（昭和38.3)

第１回（昭和37.3）

～第51回（平成24.3)

第１回（平成25.3）

　～

31,951

山梨県立笛吹高等学校同窓会員構成表

学　　　校　　　名 卒業回数と当該年度 卒業生数 記　　号 備　　　        考

山梨養蚕教習所 第１回（明治28.8） [13] ―
明治28年４月11日創設。同窓会員に含
めない

東八代郡立山梨蚕業学校 32 ― 明治29年３月19日設置。別科

東八代郡立山梨蚕業学校 45 ― 乙種本科（簡易農学校）

東八代郡立山梨蚕業学校 587 蚕 第１～20回
明治34年５月３日甲種農業学校昇格。
甲種本科

山梨県立蚕業学校 1,036 蚕 第2１～42回 大正11年４月１日県移管。甲種本科

573 蚕女 第１～13回 昭和４年３月18日設置

山梨県立農蚕学校 426 農蚕 第43～47回

344 農蚕女 第１4～17回 昭和12年３月31日四年制認可

第１回（昭和23.3） 42 農蚕女専 第１回 昭和22年４月１日設置。女子部卒業後１年在学。

山梨県立農蚕高等学校 152 農蚕高 第１～２回 昭和23年４月１日新制高等学校移行

159 農蚕高女別 第１～３回 昭和23年４月１日設置

第１回（昭和25.3） 10 農蚕高女家 第１～３回 昭和23年４月１日設置

山梨県立石和高等学校 19,439 石高 第１～62回
昭和25年４月１日設置。平成23年３月31日
廃止。卒業生数には、農業課程第１回～第
11回までの1,687名を含む。

272 石高定 第１～13回
昭和23年９月１日設置（八代・峡東分
校・本校）

山梨県立山梨園芸高等学校 7,122 園高 第１～51回
昭和36年４月１日設置。平成23年３月
31日廃止

山梨県立笛吹高等学校 1,712 笛高 第１回～
平成22年４月１日石和高・山梨園芸高
を統合して設置

 注２ 　注１の標記をする際の学科・課程名の略号は次のとおりとする。 

　　　農蚕科→ 蚕　　　農業土木科→ 土　　　農業科→ 農　　　園芸科→ 園　　　食品化学科→ 食　　　普通科→ 普　　　家庭科→ 家　　　商業科→ 商　　　

　　　国際教養科→ 国　　　果樹園芸科→ 果　　　総合学科→ 総　　　

　合　　計 　山梨養蚕教習所卒業生を含まない。

 注１　卒業校・回数等を示す記号は、石和高等学校以降については、学科・課程名を補助的に付ける場合がある。 
　　例１） 石和高第１回卒業生：　　普通科 → 石高第１回普　　農蚕科 → 石高第１回蚕　　　

　　例２） 山梨園芸高第１回卒業生：　　園芸科 → 園高第１回園　　農業土木科 → 園高第１回土 

　　例３）笛吹高第１回卒業生：　　普通科 → 笛高第１回普　　果樹園芸科 → 笛高第１回果　　総合学科 → 笛高第１回総　 


